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 寒
さむ

い中
なか

、満
まん

開
かい

の梅
うめ

の花
はな

が春
はる

を運
はこ

んできています。三
さん

学期
が っ き

も残
のこ

すところあと 1 か月
げつ

となりま

した。 

この１年間
ねんかん

で、皆
みな

さんの身体
か ら だ

は一
いち

段
だん

と成
せい

長
ちょう

したことと思
おも

います。成長期
せいちょうき

にある皆
みな

さんにと

って、毎日
まいにち

の食事
しょくじ

はとても大切
たいせつ

なものです。将来
しょうらい

にわたって健康
けんこう

に過
す

ごすためにも、食事
しょくじ

を

大切
たいせつ

に考
かんが

え、バランスの良
よ

い食
しょく

生
せい

活
かつ

を心
こころ

がけてください。 

 

 

 

 

１年間
ねんかん

の食生活
しょくせいかつ

をふりかえり、できたことに○をつけてみましょう。できたことはこれか

らも続
つづ

け、できなかったことは「なぜできなかったのか」を考
かんが

えて、改
かい

善
ぜん

していきましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食
た

べることは習
しゅう

慣
かん

と強
つよ

く結
むす

びついているため、一
いち

度
ど

良
よ

くない習
しゅう

慣
かん

が身
み

に

付
つ

いてしまうと、直
なお

すのにとても時間
じ か ん

がかかってしまいます。ふだんから

意識
い し き

して生活
せいかつ

するよう、心
こころ

がけてみましょう。 

家庭数 

 



     

 

 

           

     

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鯛
たい

の鯛
たい

とは、鯛
たい

の胸
むな

びれとえらの間
あいだ

付近
ふ き ん

にある骨
ほね

のことで、その形
かたち

が鯛
たい

に似
に

ていることか

ら、江戸
え ど

時代
じ だ い

には「鯛 中 鯛
たいちゅうのたい

」と呼
よ

ばれ、めでたい鯛
たい

の中
なか

にある鯛
たい

ということで、縁起物
えんぎもの

やお

守
まも

りとして珍
ちん

重
ちょう

されたそうです。 

 鯛
たい

を丸
まる

ごと食
た

べる機
き

会
かい

があった際
さい

には、ぜひ探
さが

してみてはいかがでしょうか。胸
むな

びれあたり

までついていれば、あらとして売
う

られている頭
あたま

の部分
ぶ ぶ ん

でも大丈夫
だいじょうぶ

です。 
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鯛
たい

の鯛
たい

（ 鯛 中
たいちゅうの

鯛
たい

）を探
さが

してみよう！！ 

 

えらの片側
かたがわ

に１つずつ骨
ほね

があるため、 

1尾
び

食
た

べると２つの骨
ほね

が取
と

れます。 

このあたりにあります。 

ねんせい   そつぎょう     いわ       こんだて 

【鯛
たい

めし＆あら汁】 

８日
よ う か

（金
きん

）の給 食
きゅうしょく

は、「おめでたい」にかけた鯛
たい

めしです。鯛
たい

のあらでだしを取
と

ったあら 

汁
じる

もあわせて登
とう

場
じょう

します。使用
し よ う

する真鯛
ま だ い

は愛媛県
えひめけん

宇和島
う わ じ ま

で養殖
ようしょく

されたものです。 

 

 

【お赤飯
せきはん

】 

小学校
しょうがっこう

生活
せいかつ

最後
さ い ご

の２１日
にち

（木
もく

）の給 食
きゅうしょく

は、おめでたい席
せき

には欠
か

かせないお赤飯
せきはん

で締
し

めく

くります。お赤飯
せきはん

が赤
あか

いのは、ささげの煮
に

汁
じる

を使
つか

って炊
すい

飯
はん

するためです。赤
あか

い色
いろ

には邪
じゃ

気
き

を払
はら

う意
い

味
み

があり、もともとは悪
わる

いことがあった時
とき

に食
た

べていましたが、「凶事
きょうじ

をかえして福
ふく

にす

る」という考
かんが

え方
かた

から、お祝
いわ

いの席
せき

に食
た

べるようになったといわれています。 

 

ひな祭
まつ

りは、女
おんな

の子
こ

の成長
せいちょう

を祝
いわ

う年中行事
ねんちゅうぎょうじ

で、桃
もも

の節句
せ っ く

ともいわれています。もともとは、

貴
き

族
ぞく

の子
こ

どもの間
あいだ

で行
おこな

われていた「ひいな遊
あそ

び」と中国
ちゅうごく

から伝
つた

わった上巳
じょうし

のおはらい（自分
じ ぶ ん

の身
み

がわりとして、けがれを移
うつ

した紙
かみ

の人
にん

形
ぎょう

を川
かわ

に流
なが

す風
ふう

習
しゅう

）が結
むす

びついたものです。ひな

祭
まつ

りには、草
くさ

もちや、ひしもち、はまぐりのお吸
す

い物
もの

などを食
た

べる風
ふう

習
しゅう

があります。 

 

給 食
きゅうしょく

では１日（金）にひな祭
まつ

り献立
こんだて

を実施
じ っ し

します。 


